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一般財団法人マルチメディア振興センター 研究活動成果発表会 

===================================================================== 

 

一般財団法人マルチメディア振興センターでは、ICT 分野の発展に資することを目的と

して、ICT 分野の政策・制度整備、市場開拓・拡大、技術発展、社会での利活用といった

視点からテーマを設定して、調査研究を行っています。 

今年度に取り組みました研究テーマの成果発表会を、下記の日程で開催します。ぜひご

参加ください。 

 

１．報告する研究テーマ 

 

・「拡大する中国の「QR コード式」モバイル決済」：中国で急拡大した QR コード方式決

済の Alipay と WeChat Pay について、急拡大の理由を多様な角度から分析、両社の戦略

の相違、今後の展開、東南アジアを中心とした海外進出状況を考察 

発表者：情報通信研究部 裘春暉（きゅう しゅんき）、宇高衛 

 

・「サーキュラーエコノミーと ICT に関する国際動向」：持続可能経済モデルとして注目さ

れているサーキュラーエコノミー（CE）について、EU の政策動向や欧米企業のビジネス

事例、ICT 活用事例を調査 

発表者：電波利用調査部 木賊智昭 

 

・「公共放送のマルチプラットフォーム展開とローカルコンテンツ戦略―BBC、CBC、

ABC・SBS の事例から―」：ネットフリックス等の新たなデジタルメディアの進展を背景

に、海外の公共放送のマルチプラットフォーム展開とローカルコンテンツ戦略を調査 

発表者：情報通信研究部 藍澤志津、米谷南海 

 

・「社会のスマート化に向けた公共データ活用にかかる米国と日本の取り組み」：米国のオ

ープンデータの取り組みとその活用先としてのスマートシティの取り組み、日本のオープ

ンデータの自治体の取り組み状況を調査、官民データ活用の活性化の要件を考察 

発表者：情報通信研究部 田中絵麻、坂本博史、平井智尚 

 

・「電波政策を巡る諸課題に関する調査研究－5G 時代の電波監理政策－」：主要国の 5G 

導入の動向、欧州専門家の論考をもとに、5G 時代に向けた電波監理政策のあり方につい

て提言 

発表者：電波利用調査部 飯塚留美、相模女子大学 湧口清隆 教授 



 

２．開催日時等 

（１）日  時   平成 31 年 2 月 18 日（月）  14：00～17：00 

 

（２）場  所  一般財団法人マルチメディア振興センター 大会議室 

           港区虎ノ門３－２２－１ 虎ノ門桜ビル２階  

https://www.fmmc.or.jp/about/map.html 

 

（３）参加費  （開催当日ご持参願います） 

        ・財団賛助会員      ：無料  

      ・賛助会員以外       ：3,000 円 

 

（４）定 員  30 名（先着順） 

 

３．参加申し込み方法 

    e メールに下記事項を記載の上、件名を「成果発表会参加希望」として、2 月 14 日

(木)までにお申し込みください。（kikaku アットマーク fmmc.or.jp） 

   ※複数ご参加の場合、必ず全員分ご記入下さい。 

◆ （フリガナ）  

◆ ご氏名     

◆ 貴団体名     

◆ ご所属     

◆ お役職     

◆ TEL/FAX 

◆  e-mail 

 

＜ご了解のお願い＞ 

・今回お申し込みをいただきました e-mail アドレスあてに当財団からのご案内を送付する

ために使用させていただく場合があります。 

・なお、開催案内配信不要の場合は事務局までご連絡いただければ停止致します。 

 

［本件お問い合わせ先］ 

一般財団法人マルチメディア振興センター  

総合企画本部 宇高(うだか)・佐藤 

Tel 03-5403-1082  FAX 03-5403-7101 

  E-mail kikaku（アットマーク）fmmc.or.jp 

https://www.fmmc.or.jp/about/map.html

